
船舶事故調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和７年４月８日 ０６時０３分頃 

発生場所 神奈川県三浦市城ケ島東南東方沖 

 安房埼灯台から真方位１１０°１.４海里付近 

 （概位 北緯３５°０７.３′ 東経１３９°３９.３′） 

事故の概要  プレジャーボート スマイルは、漂泊中、また、漁船松
まつ

幸
こう

丸は、引

き縄漁の操業中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 令和７年４月２４日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ プレジャーボート スマイル、６.１トン 

２４０－６６２８４神奈川、合同会社スマイルホールディング

ス 

Ｂ 漁船 松幸丸、４.５トン 

ＫＮ３－１３４８２（漁船登録番号）、個人所有 

第２３５－２７５９７号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 右舷船尾部外板に擦過傷 

Ｂ なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、同乗者１人を乗せ、城ケ島東南

東方沖において漂泊中、右舷船尾部とＢ船の漁具とが衝突した。 

Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、城ケ島東南東方沖において、左

右両舷に１本ずつ振り出した竿
さお

からそれぞれ１本の釣り糸を海中に入

れ、針路を西方に向け、約３ノットの対地速力で引き縄漁の操業を

行っていた。 

船長Ｂは、操舵室で、レーダーを作動させ、主に目視による見張り

を行いながら操船中、釣り糸の１本に魚が掛かったので、船尾甲板で

魚の取込作業を行うこととした。 

船長Ｂは、引き縄漁の操業中には、停船すると海中の釣り糸がたる

んで根掛かりするので、ふだんから魚が掛かった際も、船尾甲板から

リモコンで操船ができる状態とし、引き縄漁を続けながら魚の取込作

業を行っていた。 

船長Ｂは、Ｂ船を西進させながら、５分間程度、船尾甲板で船尾方



を向いて魚の取込作業を行っていたところ、右舷方に振り出していた

竿が脱落したことで、同竿とＡ船とが衝突したことに気付いた。 

船長Ｂは、Ａ船の汽笛等を聞いておらず、衝突するまでＡ船の存在

に気付いていなかった。 

船長Ｂは、Ａ船の乗船者に声を掛けた後、釣り糸を揚げてからＡ船

に近づき、Ａ船から海上保安庁へ通報済みであること、Ａ船の乗船者

に負傷者がいないこと、Ａ船に大きな損傷がないことを確認した。 

Ａ船及びＢ船は、共に負傷者がなく、損傷が軽微であったので、航

海を継続した。 

分析 Ａ船は、漂泊中、Ｂ船の漁具と衝突したものと考えられるが、船長

Ａから必要な情報が得られなかったことから、衝突に至った状況を明

らかにすることができなかった。 

船長Ｂは、Ｂ船を西進させながら引き縄漁の操業中、船尾方を向い

て魚の取込作業に意識を向けていたことから、船首方の見張りを行っ

ていなかったものと考えられる。 

Ｂ船は、船長Ｂが前路で漂泊中のＡ船に気付かず、同じ針路でＡ船

と接近し、右舷方に振り出した漁具の竿とＡ船とが衝突したものと考

えられる。 

原因 本事故は、Ａ船が漂泊中、Ｂ船が引き縄を行いながら航行中、Ａ船

の右舷船尾部とＢ船の漁具の竿とが衝突したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型漁船の船長は、漁獲物の取込みなどの特定の作業に意識を向

けることなく、常時、適切な見張りを行うこと。 

・漂泊中の小型船舶の船長は、他船が接近する場合にはその動静に

注意し、汽笛等による注意喚起を行って自船の存在を知らせ、更

に接近する場合には余裕がある時機に移動させるなどの衝突を避

けるための措置を採ること。 

 


